
横
田
基
地
の
環
境
汚
染
問
題
を

考
え
る
２
・
10
緊
急
院
内
集
会

報
告

岸
本
正
人

「
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
）
」
が
問

題
に
な
っ
た
の
は
、
沖
縄
県
嘉

手
納
基
地
で
泡
消
火
剤
の
大
量

漏
出
事
故
が
あ
り
、
県
民
が
飲

料
水
に
し
て
い
る
川
に
流
れ
込

ん
で
汚
染
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

報
道
さ
れ
て
か
ら
で
す
。

東
京
都
は
こ
の
報
道
を
受
け

横
田
基
地
周
辺
で
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
て
い
た
井
戸
水
を
調
査
し
、

米
国
基
準
（
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た

り
70
ng
〔
ナ
ノ
グ
ラ
ム
〕
）
の

19
倍
の
濃
度
を
検
出
し
て
い
ま

し
た
が
、
公
表
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
れ
を
朝
日
新
聞
が
東
京

都
に
情
報
開
示
請
求
を
行
い
、

１
月
６
日
の
朝
刊
で
報
道
し
ま

し
た
。
東
京
都
は
米
軍
に
対
し

て
基
地
内
の
汚
染
状
況
の
開
示

を
求
め
ま
し
た
が
、
米
軍
は
い

ま
だ
に
回
答
し
て
い
ま
せ
ん
。

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
漏
出
問

題
を
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ジ
ョ

ン
・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
さ
ん
（
沖
縄

タ
イ
ム
ス
特
約
通
信
員
）
が
、

米
国
で
の
情
報
開
示
請
求
で
得

た
資
料
を
基
に
取
材
し
記
事
に

し
ま
し
た
。

米
軍
の
環
境
破
壊
問
題
を
学

習
す
る
た
め
に
、
２
月
10
日
に

「
横
田
基
地
の
環
境
汚
染
問
題

を
考
え
る
２
・
10
緊
急
院
内
集

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
集
会

で
は
、
「
在
日
米
軍
基
地
と
水

質
汚
染
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

ジ
ョ
ン
・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
さ
ん
に

講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

「
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
）
」
と
は
ど
ん
な
化
学

物
質
な
の
か
解
説
し
、
米
軍
基

地
内
の
泡
消
火
剤
に
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
次
に
、
人
体
に
は
、
幼
児

と
成
長
期
の
子
供
の
発
達
障
害
、

癌
の
発
生
リ
ス
ク
の
増
加
、
高

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
高
血
圧
症

の
増
加
な
ど
、
米
ミ
シ
ガ
ン
大

学
モ
ッ
ト
小
児
病
院
の
報
告
を

例
に
挙
げ
報
告
し
ま
し
た
。

米
本
土
で
は
、
こ
う
し
た
健

康
被
害
を
調
査
す
る
た
め
に
、

連
邦
政
府
が
軍
に
対
し
基
地
の

調
査
を
指
示
し
、
国
と
地
方
自

治
体
が
河
川
、
血
液
及
び
捕
獲

動
物
の
調
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
２
０
１
６
年
に
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
と
も
に
70p

p
t

（p
p
t

＝
１
兆
分
の
１
）
と
す

る
基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。
米

保
健
省
は
２
０
１
８
年
に
さ
ら

に
厳
し
い
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
：
７ppt

・

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ:

11p
p
t

と
う
い
う
値

を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
こ
の
泡
消
火
剤
が

１
９
５
０
年
ご
ろ
か
ら
使
用
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
漏
出
事
故
や
消

火
訓
練
で
放
出
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
ミ
ッ
シ
ェ
ル
さ
ん
は
横
田

基
地
で
も
消
火
剤
の
漏
出
が
米

軍
の
資
料
で
も
明
ら
か
で
あ
り
、

日
本
政
府
に
も
報
告
し
て
い
な

い
事
故
が
多
発
し
て
い
る
ー
消

火
訓
練
も
日
常
的
に
行
わ
れ
泡

消
火
剤
が
垂
れ
流
し
に
な
り
、

地
下
や
土
壌
な
ど
も
汚
染
さ
れ

危
険
な
状
況
だ
と
指
摘
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
米
本
土
や
在
韓
米
軍

で
は
米
軍
基
地
内
の
環
境
調
査

を
し
て
い
る
の
に
、
日
本
で
は

日
米
地
位
協
定
を
楯
に
拒
否
し

て
い
ま
す
。
ミ
ッ
シ
ェ
ル
さ
ん

は
、
危
険
な
有
害
物
質
を
野
放

し
し
て
い
る
日
本
政
府
の
対
策

の
遅
れ
が
問
題
だ
と
指
摘
し
て

い
ま
す
。

緊
急
集
会
の
最
後
に
以
下
の

行
動
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

①

私
た
ち
の
街
の
地
下
水
、

水
道
水
の
汚
染
の
実
態
調
査
を

自
治
体
に
要
請
し
汚
染
状
況
マ
ッ

プ
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

②

政
府
・
東
京
都
に
よ
る
米

軍
基
地
内
の
汚
染
の
実
態
調
査

と
住
民
の
健
康
調
査
を
行
う
こ

と
を
求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

③

在
韓
米
軍
基
地
の
汚
染
や

沖
縄
の
米
軍
基
地
汚
染
な
ど
と

た
た
か
う
住
民
運
動
や
団
体
と

連
携
し
交
流
を
広
げ
て
行
き
ま

し
ょ
う
。

④

東
京
横
田
基
地
周
辺
の
市

民
運
動
や
団
体
と
の
運
動
と
協

力
し
横
田
基
地
公
害
問
題
を
徹

底
追
及
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

⑤

自
衛
隊
基
地
や
駐
屯
地
で

も
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
を
含
む
泡
消
火
剤

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
下

土
壌
の
調
査
を
求
め
て
行
き
ま

す
。

⑥

米
軍
基
地
内
の
環
境
調
査

を
で
き
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
改
定

を
求
め
て
行
き
ま
す
。
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■ 主催：「戦争させない!９条壊すな 総がかり行動実行委員会」

シンポジウムでは、日米地位協定問題に取り組んでいる研究者、ジャーナリスト、

弁護士による問題提起と、野党国会議員による発言、参加者との質疑などを通して

改定に向けた課題を深めます。

このシンポジウムは、2018年７月の全国知事会による「米軍基地負担に関する提

言」を契機に広がっている、日米地位協定抜本改定への機運の高まりを受けて、日

米地位協定問題を政治課題に押し上げていく取り組みです。

多くのみなさんの参加を呼びかけます。

■ 日時 ３月17日(火)午後２時～５時

■ 会場 衆議院議員第２議員会館 多目的会議室

◇あいさつ：総がかり行動実行委員会から 勝島一博さん、小田川義和さん

◇シンポジスト：前泊博盛さん(沖縄国際大学)、吉田敏浩さん(ジャーナリスト)、

寺崎昭義さん(弁護士)

◇あいさつ・発言：野党各党代表 ◇コーディネーター：高野孟さん

日米地位協定問題シンポジウムへの参加を

横
田

地
下
水
汚
染
が
深
刻



１
月
31
日
、
オ
ス
プ
レ
イ
配

備
撤
回
を
求
め
る
集
会
が
衆
院

会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
《
横
田
基
地
と

オ
ス
プ
レ
イ
問
題
》
お
よ
び

《
木
更
津
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
暫

定
配
備
を
め
ぐ
る
問
題
》
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
運
動
交
流
が
行
わ

れ
、
習
志
野
や
相
模
原
、
埼
玉
、

長
野
、
船
橋
、
御
殿
場
、
日
野

な
ど
各
地
か
ら
オ
ス
プ
レ
イ
訓

練
の
実
態
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

《
日
々
、
住
宅
の
上
を
低
空
飛

行
し
、
夜
間
無
灯
火
飛
行
訓
練

な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、
住
民

の
生
活
を
脅
か
し
て
い
る
》

《
実
態
を
リ
ア
ル
に
つ
か
む
こ

と
》
《
訓
練
を
許
す
こ
と
は
、

侵
略
戦
争
に
加
担
し
て
い
く
こ

と
に
つ
な
が
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、
多
く
の
人
た
ち
に
伝
え

て
い
く
努
力
が
必
要
だ
》
ー
こ

う
し
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

各
地
域
が
連
携
し
、
情
報
交

換
し
て
い
く
必
要
が
強
調
さ
れ
、

木
更
津
問
題
と
連
携
し
横
田
へ

の
配
備
撤
回
の
運
動
を
進
め
る

こ
と
、
基
地
の
汚
染
水
問
題
を

全
国
の
問
題
に
す
る
こ
と
、

「
地
位
協
定
の
抜
本
的
見
直
し

署
名
」
の
取
り
組
み
を
強
化
す

る
こ
と
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

荻
野
孝
一

文
京
平
和
委
員
会
発

２
月
11
日
、
亀
戸
文
化
セ
ン

タ
ー
で
第
54
回
《
「
建
国
記
念

の
日
」
を
考
え
る
つ
ど
い
》
が

同
つ
ど
い
実
行
委
員
会
の
主
催
・

東
京
平
和
委
員
会
後
援
で
開
か

れ
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
異
常
な

「
令
和
」
フ
ィ
ー
バ
ー
を
考
え

る
」
。
昨
年
の
「
令
和
」
フ
ィ
ー

バ
ー
現
象
を
ど
う
考
え
る
か
を

問
い
、
あ
わ
せ
て
こ
れ
は
安
倍

政
権
の
姿
勢
と
不
可
分
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
長
期
に
わ
た

る
政
権
を
支
え
る
要
因
は
ど
こ

に
あ
る
か
も
探
ろ
う
と
す
る
も

の
で
し
た
。
会
場
は
50
名
満
席

と
な
り
ま
し
た
。

天
皇
交
替
を
政
権
浮
揚
に
利

用
す
る
安
倍
晋
三

講
師
の
弁
護
士
・
澤
藤
統
一

郎
さ
ん
は
、
ま
ず
、
喧
騒
状
態

に
あ
っ
た
代
替
わ
り
の
意
味
か

ら
解
明
。
そ
も
そ
も
元
号
・
改

元
と
は
、
天
皇
が
時
を
支
配
す

る
と
い
う
呪
術
的
権
威
の
表
象

で
あ
る
。
し
か
も
安
倍
晋
三
は
、

国
政
・
行
政
に
次
い
で
時
代
と

天
皇
ま
で
も
私
物
化
し
、
天
皇

の
交
替
を
政
権
浮
揚
に
利
用
し

て
き
た
。
「
臣
民
」
丸
出
し
の

愚
行
が
、
国
民
の
ウ
ケ
狙
い
で

行
わ
れ
た
こ
と
が
ま
ず
問
題
で

あ
る
。

残
念
な
が
ら
少
な
か
ら
ぬ
国

民
と
メ
デ
ィ
ア
が
そ
れ
を
許
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
改
元
の
意

図
を
許
し
て
い
る
現
状
に
警
鐘

を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

長
期
に
わ
た
る
安
倍
政
権
を

支
え
る
も
の

若
者
の
動
向

後
半
は
文
京
平
和
委
員
会
の

川
田
正
美
さ
ん
が
、
標
題
の
課

題
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
い
わ

ゆ
る
「
負
け
組
」
に
は
政
治
的

無
力
感
・
無
関
心
が
、
支
持
政

党
な
し
、
投
票
棄
権
を
も
た
ら

し
、
結
果
的
に
自
民
党
が
浮
上

し
て
い
る
と
の
報
道
資
料
を
紹

介
。
若
者
が
生
活
現
状
を
変
え

る
た
め
の
政
治
に
期
待
が
も
て

な
い
「
距
離
感
」
が
あ
る
こ
と
、

そ
の
現
状
を
自
ら
変
え
よ
う
と

の
向
上
心
を
ど
う
育
ま
せ
る
か

が
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
て
い

く
の
で
は
な
い
か
、
と
結
び
ま

し
た
。

◇
３
月
１
日

３
・
１
ビ
キ
ニ

デ
ー
集
会

３
日

都
平
代
表
理
事
会

６
～
８
日

沖
縄
連
帯
行
動

環
境
汚
染
問
題
県
民
集
会

15
日

横
田
基
地
座
り
込
み
行

動
17
日

地
位
協
定
シ
ン
ポ

主

催
：
総
が
か
り
行
動

衆
議

院
第
２

14
：
00
～

17
日

都
平
常
任
理
事
会

20
日

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

プ
レ
企
画

主
催
：
東
京
原
水
協

20
～
22
日

戦
争
や
め
て
！
第

６
回
新
宿
平
和
の
た
め
の
戦

争
展

10:

30
～
19:

00
（
最

終
日
17
時
ま
で
）
新
宿
文
化

セ
ン
タ
ー

21
日
・
講
演
：
阿
部
百
合
子

（
終
戦
前
夜
の
爆
撃
を
受
け

て
）
早
乙
女
勝
元
（
こ
ど
も

の
こ
ろ
大
空
襲
が
あ
っ
た
）

◇
４
月
７
日

都
平
代
表
理
事

会
10
日

麻
布
米
軍
ヘ
リ
基
地
反

対
集
会

都
立
青
山
公
園

18
：
30
～

19
日

横
田
基
地
座
り
込
み
行

動
21
日

都
平
常
任
理
事
会

◇
６
月
６
日

東
京
平
和
委
員

会

第
69
回
定
期
総
会

東

京
労
働
会
館
地
下
会
議
室

東
京
平
和
委
員
会
の
前
身

「
東
京
平
和
会
議
」
１
９
５
６

年
発
行
「
し
お
り
」
か
ら
、
主

な
記
事
を
紹
介
し
ま
す
。

平
和
の
ね
が
い

一
、
私
た
ち
は
人
類
の
生
存
と

繁
栄
の
た
め
に
軍
備
の
縮
小

と
原
水
爆
の
禁
止
を
の
ぞ
み

ま
す
。

一
、
私
た
ち
は
平
和
憲
法
を
ま

も
り
、
ど
こ
の
国
と
も
仲
よ

く
し
て
生
活
を
ゆ
た
か
に
し

健
康
な
文
化
を
そ
だ
て
る
よ

う
に
つ
と
め
ま
す
。

一
、
私
た
ち
は
国
と
国
と
の
ど

ん
な
問
題
も
話
し
あ
い
で
解

決
す
る
こ
と
を
の
ぞ
み
ま
す
。

一
、
私
た
ち
は
思
想
や
立
場
は

ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
平
和
の

た
め
な
ら
ど
ん
な
個
人
や
団

体
と
も
力
を
あ
わ
せ
ま
す
。

一
、
私
た
ち
は
日
本
が
、
ど
ん

な
外
国
の
軍
隊
も
い
な
い
あ

か
る
い
民
主
的
な
国
に
な
る

こ
と
を
の
ぞ
み
ま
す
。

目
的こ

の
会
は
平
和
を
愛
好
す
る

東
京
都
民
の
諸
運
動
を
推
進
し
、

都
内
各
区
、
多
摩
地
区
の
平
和

組
織
、
各
種
団
体
や
個
人
と
連

絡
協
議
し
戦
争
を
ふ
せ
ぎ
、
平

和
を
守
る
事
を
目
的
と
し
ま
す
。

事
業目

的
を
達
す
る
た
め
に
、
つ

ぎ
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

一
、
機
関
紙
『
平
和
通
信
』

（
週
刊
）
そ
の
他
の
パ
ン
フ

発
行
。

一
、
首
都
交
歓
世
界
ー
各
国
の

首
都
や
最
大
都
市
と
、
平
和

の
た
め
の
意
見
、
資
料
、
代

表
を
交
換
す
る
運
動
。

一
、
講
演
会
や
研
究
会
を
開
い

た
り
、
講
師
の
あ
っ
せ
ん
。

一
、
各
種
の
展
覧
会
や
映
画
、

音
楽
、
幻
灯
な
ど
の
集
会
を

開
い
た
り
、
そ
の
た
め
の
資

料
、
資
材
の
製
作
と
貸
出
し
。

一
、
日
本
平
和
委
員
会
の
機
関

紙
『
平
和
新
聞
』
の
取
扱
と

そ
の
他
の
事
業
の
取
次
ぎ
。

一
、
そ
の
他
、
平
和
に
役
だ
つ

事
業
。

議
長

宮
崎
竜
介

創
立

昭
和
二
六
年
（
一
九
五

一
年
）
八
月
十
日

（
ゆ
か
り
の
歌
人
の
歌
二
首
）

中
原
綾
子

こ
れ
を
み
よ
全
世
界
人
一
人
の

私
ご
と
の
死
に
は
あ
ら
ぬ
を

（
久
保
山
さ
ん
の
死
に
）

柳
原
白
蓮

残
さ
れ
て
亡
き
児
呼
ぶ
声
地
に

み
て
り
国
を
い
よ
い
よ
ほ
ろ
ぼ

す
か
軍
備
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こ
れ
か
ら
の
予
定

東
京
平
和
委
員
会
史
料
か
ら

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
撤
回
を
求
め
る
院
内
集
会

「
建
国
記
念
の
日
」
を

考
え
る
つ
ど
い
開
催


